
１　地域水産業再生委員会

※再生委員会規約及び推進体制の分かる資料を添付すること。

　　青森県むつ市

※策定時点で対象となる漁業者数も記載すること。

２　地域の現状

３　活性化の取組方針

(1)　基本方針

(1)　関連する水産業を取り巻く現状等

　青森県の下北地方に位置するむつ市は、旧むつ市、川内町、大畑町、脇野沢村の４市町村
が平成17年に合併し、総面積は約863．79平方キロメートルと青森県内で最大の面積を有す
る、農林水産業を基幹産業とした都市である。当漁協は陸奥湾側に位置し、漁業生産金額は
ホタテガイとナマコで約95％を占めている。むつ市の名産品のPRと付加価値販売を目的に昭
和60年から、陸奥湾内でも先進的にホタテ活貝の宅配を実施してきたが、異常高水温による
大量斃死等から事業の休止を余儀なくされた時期もあり、今では宅配数量は激減している。
また、近年の魚価低迷と燃料高騰から後継者不足も問題化し、漁業経営は厳しい状況が続い
ている。

(2)　その他の関連する現状等
　平成21年にむつ市漁協、川内町漁協、脇野沢村漁協で『むつ市・川内町・脇野沢村３漁協
協議会』を立ち上げ、販売、購買事業の共同化に取り組み、漁獲物の安定供給による魚価の
向上や、コスト削減に努めている。さらなる漁業収入の向上を図るため、水産資源の管理及
び増養殖事業を継続して実施し、水産物の販路を拡大することが、最大の課題である。

　ホタテガイの安定的かつ恒久的な生産とナマコ資源増大に努めると共に、消費者ニーズに
応じた出荷サイズでの販売が可能となるよう取り組むことで販路拡大を図り、漁業収入の向
上を図る。また、燃油価格の高騰によるコスト削減を図るため、減速航行及び船底の清掃作
業を実施する。

地　　　域

漁業の種類
ホタテガイ養殖漁業、ホタテガイけた網漁業、
ナマコ雑けた網漁業

(2)　漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置
　青森県区画漁業権行使規則及びＴＡＳＣ（タスク：、陸奥湾内のホタテガイ生産量の総量
規制）制度の遵守によりホタテガイの安定的供給を図るとともに、資源管理体制の取組強化
と水産環境整備事業の効果により、ナマコ資源の増大を図る。

全43名（43隻）が、上記漁業すべてに従事

対象となる地域の範
囲及び漁業の種類
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１年目　(平成26年度)

漁業コスト削減
のための取組

　漁業者は、船底清掃及び1ノットの減速走行による燃料費削減に取り組
むことにより基準年の漁業所得に対し4.0%の所得向上を図る。

活用する支援
措置等

沿岸漁業リーダー・女性育成支援事業、水産環境整備事業、ホタテ貝殻
礁造成事業（むつ市）、水産多面的機能発揮対策事業、省燃油活動推進
事業

(3)　具体的な取組内容(毎年ごとに数値目標とともに記載)

　以降、以下の取組内容は、取組の進捗状況や得られた知見等を踏まえ、必要に応じて、見
直すこととする。

漁業収入向上の
ための取組

　漁業者は、ホタテガイ養殖漁業においては、当該海域での半成貝の生
産過剰傾向による価格低下を抑制するため、これまでの半成貝主体の出
荷体制から一部を成貝出荷に切り替えるべく、長期間飼育によるへい死
リスクの低減に向け以下の取り組みを行う。
　・春先の低水温や夏場の高水温によるへい死被害や成長不良を抑制す
るため、漁協と協力し定期的な水温把握を行うとともに養殖施設の設置
水深を調整する。
　・ホタテ稚貝の健苗化を図るべく、漁場での養殖密度を（地独）水産
総合研究所の指導の下、分散時の1段当たり15枚以下の収容枚数、分散時
の連間隔50㎝以上等とした統一ルール化を定める。
　また、ホタテガイ桁網漁業においては、地まきホタテガイ種苗を1㎡あ
たり6枚以下で放流するよう徹底することで、成長促進や生残率向上に努
める。また、活ホタテガイの出荷に際して、出荷サイズの規格を（Ｍ：
1kgあたり7～8枚、Ｌ：1kgあたり5～6枚）で統一することで、出荷先の
販売用途に応じた出荷に努め、販売拡大を図る。
　漁協は、上記の取組に連動して、出荷先に応じた出荷サイズなどに係
るニーズの把握に努めるべく、『むつ市・川内町・脇野沢村３漁協協議
会』を活用し、３漁協で協力して青森市のほか周辺大都市の量販店等へ
のニーズ調査を行う。また、販路拡大を図るため、販売戦略を定め、む
つ市３漁協女性部による試食イベント等の実施や宅配にも取り組む等、
販売促進活動を展開する。
　また、漁業者は、ナマコ雑桁網漁業においては、漁協及び市と協力し
て、ナマコ資源の増大を図るため、ナマコの成育場となるホンダワラ藻
場造成について県に着実な実施を要請する。また、アマモ種苗の投入や
母藻の移植を実施しアマモ場の造成を図り、これら藻場がウニ等の食圧
による被害を受けないよう、漁業者によるウニ駆除等を検討しつつ磯焼
け対策を行い、漁場管理に努める。漁協においても、市の補助を得てホ
タテ貝殻を活用したナマコ増殖場の造成を行うこととし、ホンダワラ藻
場造成と連携して、ナマコ資源の増大を図る。そして、これらの取り組
みが持続化するよう、漁業者は、漁協の指導の下、操業期間、区域、漁
獲量制限の遵守等の資源管理に努める。



２年目　(平成27年度)

漁業コスト削減
のための取組

　引き続き、漁業者は、船底清掃及び1ノットの減速走行による燃料費削
減に取り組むことにより基準年の漁業所得に対し4.0%の所得向上を図
る。

活用する支援
措置等

沿岸漁業リーダー・女性育成支援事業、水産環境整備事業、水産多面的
機能発揮対策事業

漁業収入向上の
ための取組

　漁業者は、ホタテガイ養殖漁業においては、当該海域での半成貝の生
産過剰傾向による価格低下を抑制するため、これまでの半成貝主体の出
荷体制から一部を成貝出荷に切り替えるべく、長期間飼育によるへい死
リスクの低減に向け以下の取り組みを行い、成貝の出荷割合を2％引き上
げることで、基準年度より2.2％の漁業収入向上を図る。
　・春先の低水温や夏場の高水温によるへい死被害や成長不良を抑制す
るため、漁協と協力し定期的な水温把握を行うとともに養殖施設の設置
水深を調整する。
　・設定したルール（分散時1段当たり15枚以下の収容枚数、分散時連間
隔50㎝以上等）に基づく適正養殖管理を行い、ホタテ稚貝の健苗化を図
る。
　また、ホタテガイ桁網漁業においては、地まきホタテガイ種苗を1㎡あ
たり6枚以下で放流するよう徹底することで、成長促進や生残率向上に努
める。また、活ホタテガイの出荷に際して、出荷サイズの規格を（Ｍ：
1kgあたり7～8枚、Ｌ：1kgあたり5～6枚）で統一することで、出荷先の
販売用途に応じた出荷に努め、販売拡大を図る。
　漁協は、上記の取組に連動して、出荷先に応じた出荷サイズなどに係
るニーズの把握に努めるべく、『むつ市・川内町・脇野沢村３漁協協議
会』を活用し、３漁協で協力して青森市のほか周辺大都市の量販店等へ
のニーズ調査を行う。また、販路拡大を図るため、販売戦略に基づき、
むつ市３漁協女性部による試食イベント等の実施や宅配にも取り組む
等、販売促進活動を展開する。
　また、漁業者は、ナマコ雑桁網漁業においては、漁協及び市と協力し
て、ナマコ資源の増大を図るため、ナマコの成育場となるホンダワラ藻
場造成について県に着実な実施を要請する。また、アマモ種苗の投入や
母藻の移植を実施しアマモ場の造成を図り、これら藻場がウニ等の食圧
による被害を受けないよう、漁業者によるウニ駆除等を検討しつつ磯焼
け対策を行い、漁場管理に努める。そして、これらの取り組みが持続化
するよう、漁業者は、漁協の指導の下、操業期間、区域、漁獲量制限の
遵守等の資源管理に努める。



３年目　(平成28年度)

漁業コスト削減
のための取組

　引き続き、漁業者は、船底清掃及び1ノットの減速走行による燃料費削
減に取り組むことにより基準年の漁業所得に対し4.0%の所得向上を図
る。

活用する支援
措置等

水産環境整備事業

漁業収入向上の
ための取組

　漁業者は、ホタテガイ養殖漁業においては、当該海域での半成貝の生
産過剰傾向による価格低下を抑制するため、これまでの半成貝主体の出
荷体制から一部を成貝出荷に切り替えるべく、長期間飼育によるへい死
リスクの低減に向け以下の取り組みを行い、成貝の出荷割合を2％引き上
げることで、基準年度より4.3％の漁業収入向上を図る。
　・春先の低水温や夏場の高水温によるへい死被害や成長不良を抑制す
るため、漁協と協力し定期的な水温把握を行うとともに養殖施設の設置
水深を調整する。
　・設定したルール（分散時1段当たり15枚以下の収容枚数、分散時連間
隔50㎝以上等）に基づく適正養殖管理を行い、ホタテ稚貝の健苗化を図
る。
　また、ホタテガイ桁網漁業においては、地まきホタテガイ種苗を1㎡あ
たり6枚以下で放流するよう徹底することで、成長促進や生残率向上に努
める。また、活ホタテガイの出荷に際して、出荷サイズの規格を（Ｍ：
1kgあたり7～8枚、Ｌ：1kgあたり5～6枚）で統一することで、出荷先の
販売用途に応じた出荷に努め、販売拡大を図る。
　漁協は、上記の取組に連動して、出荷先に応じた出荷サイズなどに係
るニーズの把握に努めるべく、『むつ市・川内町・脇野沢村３漁協協議
会』を活用し、３漁協で協力して青森市のほか周辺大都市の量販店等へ
のニーズ調査を行う。また、販路拡大を図るため、販売戦略に基づき、
むつ市３漁協女性部による試食イベント等の実施や宅配にも取り組む
等、販売促進活動を展開する。
　また、漁業者は、ナマコ雑桁網漁業においては、漁協及び市と協力し
て、ナマコ資源の増大を図るため、ナマコの成育場となるホンダワラ藻
場造成について県に着実な実施を要請する。また、平成27年度までに造
成した藻場がウニ等の食圧による被害を受けないよう、漁業者によるウ
ニ駆除等を検討しつつ磯焼け対策を行い、漁場管理に努める。そして、
これらの取り組みが持続化するよう、漁業者は、漁協の指導の下、操業
期間、区域、漁獲量制限の遵守等の資源管理に努める。



４年目　(平成29年度)

漁業コスト削減
のための取組

　引き続き、漁業者は、船底清掃及び1ノットの減速走行による燃料費削
減に取り組むことにより基準年の漁業所得に対し4.0%の所得向上を図
る。

活用する支援
措置等

水産環境整備事業

漁業収入向上の
ための取組

　漁業者は、ホタテガイ養殖漁業においては、当該海域での半成貝の生
産過剰傾向による価格低下を抑制するため、これまでの半成貝主体の出
荷体制から一部を成貝出荷に切り替えるべく、長期間飼育によるへい死
リスクの低減に向け以下の取り組みを行い、成貝の出荷割合を2％引き上
げることで、基準年度より6.4％の漁業収入向上を図る。
　・春先の低水温や夏場の高水温によるへい死被害や成長不良を抑制す
るため、漁協と協力し定期的な水温把握を行うとともに養殖施設の設置
水深を調整する。
　・設定したルール（分散時1段当たり15枚以下の収容枚数、分散時連間
隔50㎝以上等）に基づく適正養殖管理を行い、ホタテ稚貝の健苗化を図
る。
　また、ホタテガイ桁網漁業においては、地まきホタテガイ種苗を1㎡あ
たり6枚以下で放流するよう徹底することで、成長促進や生残率向上に努
める。また、活ホタテガイの出荷に際して、出荷サイズの規格を（Ｍ：
1kgあたり7～8枚、Ｌ：1kgあたり5～6枚）で統一することで、出荷先の
販売用途に応じた出荷に努め、販売拡大を図る。
　漁協は、上記の取組に連動して、出荷先に応じた出荷サイズなどに係
るニーズの把握に努めるべく、『むつ市・川内町・脇野沢村３漁協協議
会』を活用し、３漁協で協力して青森市のほか周辺大都市の量販店等へ
のニーズ調査を行う。また、販路拡大を図るため、販売戦略に基づき、
むつ市３漁協女性部による試食イベント等の実施や宅配にも取り組む
等、販売促進活動を展開する。
　また、漁業者は、ナマコ雑桁網漁業においては、漁協及び市と協力し
て、ナマコ資源の増大を図るため、ナマコの成育場となるホンダワラ藻
場造成について県に着実な実施を要請する。また、平成28年度までに造
成した藻場がウニ等の食圧による被害を受けないよう、漁業者によるウ
ニ駆除等を検討しつつ磯焼け対策を行い、漁場管理に努める。そして、
これらの取り組みが持続化するよう、漁業者は、漁協の指導の下、操業
期間、区域、漁獲量制限の遵守等の資源管理に努めるとともに、増加資
源を適正かつ有効に利用し、基準年に対して5.8％の所得向上を図る。



５年目　(平成30年度)

(4)　関連機構(機関)との連携

漁業コスト削減
のための取組

　引き続き、漁業者は、船底清掃及び1ノットの減速走行による燃料費削
減に取り組むことにより基準年の漁業所得に対し4.0%の所得向上を図
る。

活用する支援
措置等

水産環境整備事業

　青森県水産振興課・漁港漁場整備課・水産総合研究所、むつ水産事務所、むつ市水産振興
課の指導を受けながら、年度ごとに漁場の管理及び資源管理体制の評価を行い、問題点の調
査を実施する。

　取組の最終年度であり、前年度に引き続き行うが、目標達成を確実なものとするよう、プ
ランの取組状況を確認しつつ、必要に応じて施策の見直しを行う。

漁業収入向上の
ための取組

　漁業者は、ホタテガイ養殖漁業においては、当該海域での半成貝の生
産過剰傾向による価格低下を抑制するため、これまでの半成貝主体の出
荷体制から一部を成貝出荷に切り替えるべく、長期間飼育によるへい死
リスクの低減に向け以下の取り組みを推進し、成貝の出荷割合を2％引き
上げることで、基準年度より8.5％の漁業収入向上を図る。
　・春先の低水温や夏場の高水温によるへい死被害や成長不良を抑制す
るため、漁協と協力し定期的な水温把握を行うとともに養殖施設の設置
水深を調整する。
　・設定したルール（分散時1段当たり15枚以下の収容枚数、分散時連間
隔50㎝以上等）に基づく適正養殖管理を行い、ホタテ稚貝の健苗化を図
る。
　また、ホタテガイ桁網漁業においては、地まきホタテガイ種苗を1㎡あ
たり6枚以下で放流するよう徹底することで、成長促進や生残率向上に努
める。また、活ホタテガイの出荷に際して、出荷サイズの規格を（Ｍ：
1kgあたり7～8枚、Ｌ：1kgあたり5～6枚）で統一することで、出荷先の
販売用途に応じた出荷に努め、販売拡大を図る。
　漁協は、上記の取組に連動して、出荷先に応じた出荷サイズなどに係
るニーズの把握に努めるべく、『むつ市・川内町・脇野沢村３漁協協議
会』を活用し、３漁協で協力して青森市のほか周辺大都市の量販店等へ
のニーズ調査を行う。また、販路拡大を図るため、販売戦略に基づき、
むつ市３漁協女性部による試食イベント等の実施や宅配にも取り組む
等、販売促進活動を展開する。
　また、漁業者は、ナマコ雑桁網漁業においては、漁協及び市と協力し
て、ナマコ資源の増大を図るため、ナマコの成育場となるホンダワラ藻
場造成について県に着実な実施を要請する。また、平成28年度までに造
成した藻場がウニ等の食圧による被害を受けないよう、漁業者によるウ
ニ駆除等を検討しつつ磯焼け対策を行い、漁場管理に努める。そして、
これらの取り組みが持続化するよう、漁業者は、漁協の指導の下、操業
期間、区域、漁獲量制限の遵守等の資源管理に努めるとともに、増加資
源を適正かつ有効に利用し、基準年に対して5.8％の所得向上を図る。



４　目標

(1) 数値目標

千円

千円

(2) 上記算出方法及びその妥当性

５　関連施策

※本欄の記載により関連施策の実施を確約するものではない。

水産多面的機能
発揮対策事業

藻場造成（アマモ移植）による水産資源の増大

省燃油活動推進事業 消費燃油量削減（減速航行、漁船船底洗浄等による抵抗削減）

※具体的な事業名が記載できない場合は、「事業名」は「未定」とし、「事業内容及び浜の
活力再生プランとの関係性」のみ記載する。

沿岸漁業リーダー・女性育
成支援事業のうち経営発展
等取組支援事業

PRイベント等の実施による活ホタテガイ単価の向上

水産環境整備事業 ホンダワラ藻場の造成によるナマコ資源の増大

ホタテ貝殻礁造成事業
ホタテ貝殻を活用したナマコ増殖礁の造成によるナマコ資源の増
大

平成30年度：漁業所得

活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性

事業名 事業内容及び活力再生プランとの関係性

漁業所得の向上10％以上
基準年 平成25年度：漁業所得

目標年


